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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Frizzledタンパク質の推定Wnt結合部位と相同性のあるシステインリッチドメインを含むSFRPファミリーのメンバーをコードしています。SFRPはWntシグナル伝達の可溶性モジュレーターとして機能します。この遺伝子のメチル化は、大腸がんの存在を示す潜在的なマーカーです。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：FZドメインはWntリガンドとの結合に関与しています。,機能：可溶性Frizzled関連タンパク質（sFRPS）は、Wntと直接相互作用することにより、Wntシグナル伝達のモジュレーターとして機能します。これらは特定の細胞種において、細胞増殖と分化を制御する役割を果たします。 SFRP2は、眼の網膜の発達と筋形成に重要である可能性がある。,類似性：分泌型フリズルド関連タンパク質（sFRP）ファミリーに属する。,類似性：1つのFZ（フリズルド）ドメインを含む。,類似性：1つのNTRドメインを含む。,組織特異性：脂肪組織、心臓、脳、骨格筋、膵臓、胸腺、前立腺、精巣、卵巣、小腸、結腸で発現する。脂肪組織、小腸、結腸で最も高いレベルを示す。,
	研究分野
	WNT;WNT-T細胞
	画像データ
	

	SFRP2抗体を用いたHeLa細胞、COLO細胞、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したFRP-2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	FRP-2ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析

